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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！

ENA CITY 

エーナ

今月のベストショット鬼は外に出て行け
　2月3日、山岡保育園で節分の行事

が行われました。遊戯室では、香ばし

い匂いの豆を、数え年の数だけ食べて、

自分の中の悪い鬼を追い出しました。

園児らが部屋に戻ると、緑鬼と赤鬼が

突然入ってきました。園児たちは端に

集まり、大きな声で「鬼は外、福は内」

と叫びながら、勇気を振り絞って鬼に

豆をぶつけました。
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トピックス、１歳写真･･･ １４～１６
恵那人 ････････････････ １７
先人の宝、恵那写真館 ･･･ １８

『こども元気プラザ』

今回の広報には「母子健康カレンダー」「成人健康カレンダー」「ごみ収集カレンダー」が折り込んであります。読むときは、外してお読みください。



いろんな
おもちゃが
あるよ
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子
育
て
中
の
方
の
た
め
の
、
親

子
遊
び
の
場
所
で
す
。
人
と
話
を

し
な
が
ら
子
ど
も
と
遊
び
た
い
と

き
、
子
育
て
の
悩
み
を
抱
え
た
と

き
、
家
の
中
で
の
育
児
に
少
し
息

が
詰
ま
っ
た
と
き
、
子
育
て
友
達

が
欲
し
く
な
っ
た
と
き
な
ど
、
気

軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
で
す
。
火

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
午
前
中

に
指
導
員
と
の
遊
び
や
育
児
講

座
、
親
子
触
れ
合
い
事
業
を
開
催

す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　
長
島
町
中
野
に
あ
り
ま
す
。
恵

那
文
化
セ
ン
タ
ー
と
併
設
し
て
い

て
、入
り
口
の
看
板
が
目
印
で
す
。

　
乳
幼
児
や
児
童
、
生
徒
と
そ
の

保
護
者
が
対
象
で
、
主
に
、
未
就

学
児
の
親
子
が
利
用
し
て
い
ま

す
。
市
内
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外
の

方
も
利
用
可
能
で
す
。
施
設
内
に

は
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
で
き
る

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　
利
用
に
は
、
予
約
は
不
要
で

す
。
初
め
て
利
用
す
る
未
就
学
児

は
、窓
口
で
登
録
を
し
ま
す
。カ
ー

ド
を
発
行
し
、
親
と
子
の
名
前
が

入
っ
た
名
札
を
そ
れ
ぞ
れ
渡
し
ま

す
。
初
回
以
降
は
、
カ
ー
ド
と
名

札
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
開
館

時
間
は
、
月
曜
日
の
午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で
と
、
火
曜
日
か
ら
土

曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
で
す
。
月
曜
日
の
午
後
と
、

日
曜
日
、
祝
日
は
休
館
で
す
。

　
市
で
は
、
子
育
て
中
の
方
が
心
豊
か
に
暮
ら
し
、
伸
び
伸
び
と
子

育
て
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
の
一
つ
に
、
こ

ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
や
、
各
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
志
２
５
︱
１
１
５
５

　

こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
っ
て
？

▲入り口の看板が目印

▲こども元気プラザのにこにこ広場で過ごす親子連れら

　いろいろな過ごし方ができます
にこにこ広場
利用した親子同士が交流できる場所で
す。おもちゃや遊具を使えます。イベ
ントも行います。

ライオン広場
敷地内にある庭です。靴に履き替え
て遊びます。砂場もあります。

プレイルーム
壁一面に本棚があり、好きな絵本を
楽しめます。おもちゃもあります。

〈つどいの広場〉りんごのほっぺ
乳幼児を持つ親同士が交流できる
場所です。火曜日から金曜日の午
前１０時から午後３時は、見守り
スタッフがいます。また午前１１
時半から午後１時は食事ができま
す（月曜日は正午まで）。

「りんごのほっぺ」では、市民子育て団体がスタッフとして活動しています

ＮＰＯ法人
こぎつねくんわーるど
子育てが孤独にならないよ
う、先輩ママたちで、仲間づ
くりや居場所づくりの手伝い
ができたらと思っています。

ＮＰＯ法人
みんなで子育てドロップス
ほっと一息つける場所、笑顔
になれる場所を提供したいと
思います。気軽に立ち寄って
もらえたらうれしいです。▲石田千代江さん ▲牧野香さん

　

ど
こ
に
あ
る
の
？

　

誰
が
利
用
で
き
る
の
？

　

利
用
方
法
や
開
館
時
間
は
？

かわいい
名札を
渡すよ

受付・事務所
初めての方はここで登録をして
ください。名札を渡します。
気軽に声を掛けてください。

特集
こども元気プラザ

気軽に利用して、子育てにほっとする時間と交流を

こども元気プラザにおいでよ



　楽しいイベントが盛りだくさん

□開館日時　水曜日午前９時４５分～１１時２０分
志２５-１１５５（こども元気プラザ内）

□開館日時　火曜日午前９時４５分～１１時２０分
志２５-１１５５（こども元気プラザ内）

□開館日時　木曜日午前１０時１５分～１１時半
志４３-２２０９

□開館日時　▷０歳児＝
第２水曜日午前１０時～
１１時半　▷ 1歳児＝月
曜日午前９時半～１１時
半　▷ 2歳児＝金曜日午
前９時半～１１時半　
※第２、４木曜日は相談
日
志５６-２２５５

□開館日時　火曜日午前９時半～１１時
志５４-２０３０

□開館日時　月、木曜日午前９時半～１１時１５
分（第１、３水曜日午前９時半～１１時は串原保育
園で開催）
志５４-４５４５

□開館日時　火、金曜日午前１０時～１１時半
志４８-３１１１

　市内の子育て支援センターとつどいの広場

□開館日時　月、水、金曜日午前１０時～午後３
時　志３２-１１２１

●〈つどいの広場〉こぎつねの森（岩村町）

こども元気プラザ以外にも、市内の各地域に子育て
支援センターやつどいの広場があります。こども元
気プラザと同様に、気軽に訪れて子どもと遊んだり、

親同士が交流したりできます。近くの子育て支援セ
ンターを、ぜひ利用ください。地域や年齢によって
曜日や時間が異なりますので、注意ください。
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利用者の声

　
こ
ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
で
は
、
毎

月
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
毎
月
の
主
な
イ
ベ

ン
ト
を
、
本
紙
１５
日
号
で
案
内
し

て
い
ま
す
。
日
時
や
、
予
約
が
必

要
か
な
ど
を
確
認
し
、
ぜ
ひ
参
加

く
だ
さ
い
。
こ
こ
で
は
イ
ベ
ン
ト

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

●
お
父
さ
ん
集
ま
れ
！

　
毎
月
一
回
「
お
父
さ
ん
集
ま

れ
！
」
と
題
し
、
お
父
さ
ん
と
子

ど
も
で
触
れ
合
い
遊
び
や
体
操
、

簡
単
な
お
も
ち
ゃ
作
り
な
ど
を
楽

し
む
催
し
を
行
い
ま
す
。
家
族
で

参
加
で
き
る「
み
ん
な
集
ま
れ
！
」

も
あ
り
ま
す
。
　

●
わ
く
わ
く
夏
祭
り

　
７
月
に
行
う
、
室
内
で
夏
祭
り

の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
お
も
ち
ゃ
が
入
っ

た
ビ
ニ
ー
ル
プ
ー
ル
に
入
っ
た

り
、
輪
投
げ
で
遊
ん
だ
り
し
て
、

大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
楽
し
み

ま
す
。

●
育
児
講
演
会

　
乳
幼
児
期
に
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
大
切
さ

や
、
親
の
役
割
な
ど
の
話
を
聞
き

ま
す
。

●
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ

　
親
子
で
触
れ
合
い
な
が
ら
、
ヨ

ガ
を
体
験
し
ま
す
。簡
単
な
の
で
、

ヨ
ガ
未
経
験
の
方
で
も
子
ど
も
と

一
緒
に
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
冬
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
ク
リ
ス

マ
ス
会
で
す
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

が
来
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ
て

く
れ
ま
す
。
楽
し
い
劇
や
歌
の
ス

テ
ー
ジ
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
他
、つ
な
が
り
遊
び
や
歌
、

親
子
コ
ン
サ
ー
ト
、
人
形
劇
の
鑑

賞
な
ど
も
行
い
ま
す
。

※来年度から日時が変更になることがあるので、本紙１５日号で確認ください
※来年度から中野方こども園でも週１回開催する予定です（来年度から保育園はこども園に名称変更します）

●安心して遊べる場所

市川泰孝さん

りあちゃん　（長島町）

育児講演会の時に初めて
訪れました。広いし、危険
な物もないので、安心して
遊べるなという印象です。妻
が用事で不在の時などに、子どもと２人で出掛
けることがあるので、こういう場所がある
のはありがたいですね。これからも

もっと利用したいです。

▲父と子が一緒におもちゃ作り

▲にぎやかに夏祭りを楽しむ▲育児についての知識を学ぶ

▲目と目を合わせ子どもと触れ合う▲サンタクロースが登場し盛り上がる

●親同士の交流がうれしい

野中亜紀子さん

晴
はる

登
と

くん　（大井町）

子どもが生まれて４カ
月を過ぎた頃に、外で
話ができる相手が欲しい
と思い、初めて利用しました。
今は週に１回ほど利用しています。おもちゃや
遊具がたくさんあって、伸び伸び遊べるの
で助かります。親同士で交流できる

のでうれしいです。

特集
こども元気プラザ

●上矢作子育て支援センター（上矢作保育園内）

●やまびこ子育て支援センター（やまびこ保育園内） ●武並子育て支援センター（武並保育園内）

●岩村子育て支援センター（岩村保育園内） ●山岡子育て支援センター（山岡保育園内）

●明智子育て支援センター（明智保育園内） ●吉田子育て支援センター（吉田保育園内）



パ
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▲平成 24年に本市で開催された「ぎふ清流国体」の弓道競技

市スポーツ
推進計画

ス
ポ
ー
ツ
で
健
幸
ま
ち
づ
く
り

計
画
案
に
意
見
を

　
平
成
24
年
に
開
催
さ
れ
た
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
」
や
、
平
成
32
年
に
開
催
が
決

定
し
た
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク･

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
受
け
、市
民
の
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
近
年
で
は
、
競
技
性
の
高

い
ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、

体
操
と
い
っ
た
身
近
な
運
動
に
取
り
組
む
人
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
は
、
市
民
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
様
式

に
応
じ
て
、
主
体
的
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
明
る
く
健
康
で
活
力
の

あ
る
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
民
と
地
域
、
行
政
の
取
り
組
み
を

示
す
も
の
で
す
。
ま
た
市
の
最
上
位
計
画
で
現
在
策
定
中
の
「
第
２
次
市
総
合

計
画
」
や
、
生
涯
に
わ
た
り
健
や
か
で
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
健

※

幸

都
市
」
を
目
指
す
「
市
健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
と
も
連
携
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
内
容
（
案
）
を
お
知
ら
せ
し
、

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
　
志
２
６
―
２
１
１
１
（
内
線
３
３
３
）

キ
ン
グ
や
散
歩
、
体
操
な
ど
の
身
近
な
身

体
活
動
も
含
む
も
の
と
し
て
幅
広
く
捉

え
、市
民
誰
も
が
親
し
み
、楽
し
め
る
「
運

動
や
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
推
進
を
図
り
ま

す
。
ま
た
自
ら
が
体
を
動
か
し
て
行
う
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
競
技
の
観
戦
者
や

応
援
者
、監
督
や
コ
ー
チ
な
ど
の
指
導
者
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
審
判
や
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
す
る
こ
と
も
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
と
し
て
捉
え
ま
す
。

■
基
本
理
念
と
基
本
方
針
を
策
定

　「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
や

策
定
委
員
会
、
市
民
約
３
３
０
０
人
を
対

象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
未
就
学
児

の
保
護
者
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
約
80
人
を

対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
に
よ

り
、
市
民
や
関
係
団
体
、
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
本
市
で
の
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
推
進
の
効
果
を
、「
健
康
づ
く
り
」「
子

ど
も
の
健
全
育
成
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

づ
く
り
」「
観
光
交
流
」「
競
技
力
向
上
」

に
大
別
し
ま
し
た
。
こ
の
五
つ
の
効
果
を

計
画
の
基
本
方
針
と
し
、
そ
の
相
乗
効
果

と
し
て
、
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
市

民
一
人
一
人
が
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら

す
こ
と
の
で
き
る
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

健
幸
都
市
を
築
い
て
い
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
計
画
の
基
本
理
念
を
「
ス
ポ
ー

ツ
で
健
幸
ま
ち
づ
く
り 

恵
那
」
と
し
ま

し
た
。

■
運
動
を
通
し
健
幸
ま
ち
づ
く
り

　「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
で
は
、
五

つ
の
基
本
方
針
に
対
し
て
、
現
状
と
課
題

を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
目
指
す
べ
き
ま

ち
の
姿
、
評
価
指
標
（
数
値
目
標
）、
取

り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
取

り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
市
民
や

地
域
の
取
り
組
み
を
整
理
す
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
市
民･

地
域
の
取
り
組
み

を
支
援･

後
押
し
す
る
行
政
の
取
り
組
み

の
方
向
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
（
施
策
）
に

つ
い
て
は
、こ
れ
ら
の
方
向
性
を
踏
ま
え
、

平
成
27
年
度
中
に
検
討
し
、
決
定
し
て
い

く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
意
義

　
現
代
社
会
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
衰
退
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
本
市

で
も
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、
県
内
他

市
と
の
比
較
で
の
高
い
生
活
習
慣
病
に
な

る
率
、そ
れ
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
増
大
、

子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
心
の
問
題
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
な
ど
の
問
題

が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
は
、

体
を
動
か
す
と
い
う
人
間
の
本
質
的
な
欲

求
を
充
足
す
る
と
と
も
に
、
爽
快
感
や
達

成
感
、
他
者
と
の
連
帯
感
に
よ
り
、
楽
し

さ
や
喜
び
な
ど
、
精
神
的
充
足
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
で
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
を
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
勝
敗
や

記
録
を
競
う
も
の
だ
け
で
な
く
、
ウ
オ
ー

健康づくり

■取り組みの体系

子どもの
健全育成

観光交流

技術力向上

・運動やスポーツを始める切っ掛けが多い
・身近な場所で運動やスポーツができる
・自身の生活様式に合わせて運動やスポー
ツに親しめる
・高齢者が運動やスポーツを通じて生き生
きと暮らせる
・障がいの有無にかかわらず、運動やスポー
ツが楽しめる

・質の高い技術や技能を持つスポーツ指導
者がいる
・レベルが高いスポーツに触れる機会が多
い
・一流選手が生まれる

・自然や文化を生かしたスポーツ交流を通
じて、にぎわいが生まれる

・運動やスポーツを通じて地域の交流や絆
が生まれる

・乳幼児期から体を動かす楽しさが感じら
れる
・子どもが楽しみながら安心で安全に運動
やスポーツを続けられる
・豊かな人間性と社会性を身に付けられる

コミュニティー
づくり

子どもの
健全育成

技術力向上 観光交流

スポーツで

健幸まちづくり

恵那

■基本方針と基本理念

※健幸都市＝市民一人一人が健康に関心を持ち、自分に合った健康づくりに取り組んで、いつまでも
「健幸＝健康で幸せ」な生活が送れるまち

【主な取り組み】

・ウオーキング
・ラジオ体操

・指導力の向上

・スポーツ交流

・地域コミュニティー

・乳幼児運動

【主な取り組み】

【主な取り組み】

【主な取り組み】

【主な取り組み】

▲ワークショップで計画への意見を出し合う

コミュニティー
づくり

健康づくり

ブリック
コメント
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○
現
状
と
課
題

　
少
子
化
や
情
報
化
、
外
で
の
遊
び

場
の
減
少
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
、
安
心
で
安
全
に
外
遊
び
が
で
き
る

場
所
や
心
と
身
体
の
健
全
育
成
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
乳
幼
児
の
頃
か
ら
身

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
大
人
に
な
っ
て
も

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
や
す
い
な
ど

の
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

○
目
指
す
ま
ち
の
姿

　
乳
幼
児
期
か
ら
身
体
を
動
か
し
、
子
ど

も
た
ち
が
身
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を

育
み
成
長
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

○
市
民
と
地
域
の
取
り
組
み

・
子
ど
も
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
そ
う

・
友
達
と
一
緒
に
思
い
切
り
遊
ぼ
う

・
礼
儀
や
思
い
や
り
の
心
を
学
ぼ
う

○
現
状
と
課
題

　
生
活
様
式
の
都
市
化
や
生
活
の

利
便
性
向
上
に
伴
い
、
地
域
の
催

し
や
行
事
に
参
加
す
る
人
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
一
方
、
地
域
交
流
の
た

め
に
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
の
行
事
に
参
加

し
た
い
と
い
う
意
見
や
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進

委
員
な
ど
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
担

い
手
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
目
指
す
ま
ち
の
姿

　
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
人
と
地

域
が
つ
な
が
る
こ
と
で
地
域
の
絆
が
生

ま
れ
、
故
郷
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
育
ま

れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

○
市
民
と
地
域
の
取
り
組
み

・
地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
よ
う

○
現
状
と
課
題

　
恵
那
峡
や
阿
木
川
ダ
ム
湖
、
木
曽

川
で
の
ボ
ー
ト
や
カ
ヌ
ー
体
験
、
明

知
鉄
道
と
提
携
し
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を
融

合
さ
せ
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
目
指
す
ま
ち
の
姿

　
豊
か
な
自
然
や
歴
史
・
文
化
と
、
運
動

や
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合
し
、
市
民
の
温
か
い

お
も
て
な
し
の
心
に
触
れ
ら
れ
る
、
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

○
市
民･

地
域
の
取
り
組
み

・
恵
那
の
魅
力
を
満
喫
し
よ
う

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
で
地
域
を
盛
り
上
げ

よ
う

■
機
関
が
連
携
し
て
運
動
を
推
進

　「
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織

な
ど
と
の
連
携
が
重
要
に
な
り
ま
す
。
市

内
で
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る

企
画
や
運
営
、
支
援
を
担
う
（
一
財
）
市

体
育
連
盟
や
地
区
体
育
協
会･

連
盟
、
市

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

な
ど
で
す
。

　
こ
の
計
画
で
は
、
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
推

進
を
担
う
人
材
や
組
織
の
今
後
の
在
り
方

を
示
す
と
と
も
に
、
市
民
の
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な
る
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
学
校
開
放
施
設
、
総
合

ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
在
り
方
を
示
し
て

い
ま
す
。

計画（案）への意見を

　市では、市民の意見を計画に反映させるため、
市スポーツ推進計画（案）についての意見を募集
します。
　計画案は、文化スポーツ課や本庁舎情報公開
コーナー、各振興事務所、市中央図書館で閲覧
できます。市ウェブサイト（http://www.city.
ena.lg.jp/）にも掲載しています。

□締め切り　3 月20日㈮
□募集方法　本紙に折り込みの広報直通便や官製
はがきなどの郵便、ファクス、電子メールで、❶
氏名❷住所❸連絡先―を明記し、お寄せください。
見出しは、「スポーツ推進計画」などとしてくだ
さい。
　　文化スポーツ課　〒５０９-７２９２（住所不要）　
志26-2111（内線 333）思25-7294 　死 sports@
city.ena.lg.jp

○現状と課題

　アンケート調査の結果から、運動や
スポーツを行う理由としては、心身の
健康増進が最も多く挙げられ、特にウ
オーキングや体操など、身近で手軽な
運動に人気がありました。一方、成
人の週１回以上のスポーツ実施率は
36.9㌫と、国や県と比較して低い値
となっています。
○目指すまちの姿

　市民一人一人が、身近な場所や自身
の生活様式に合わせて、楽しみながら
生き生きと健康づくりに取り組めるま
ちを目指します。
○市民 ･ 地域の取り組み

・運動 ･ スポーツを始めよう
・積極的に歩こう、身体を動かそう
・生活の中に運動 ･ スポーツを取り入
れよう
・健康を維持しよう
・みんなで運動やスポーツを楽しもう

○現状と課題

　近年、世界を舞台に若い一流選手が多
く活躍し、子どもたちの憧れや目標にも
なっています。本市でも、子どもたちは、
スポーツが上手になりたい、試合に勝ち
たい、良い記録や結果を出したいなど、

「上達したい」という意欲とやる気を持っ
ています。
○目指すまちの姿

　スポーツに挑戦する楽しみ、達成する
喜びが分かち合え、恵那から生まれた一
流選手が世界を舞台に活躍し、子どもた
ちに夢と希望をもたらすまちを目指しま
す。
○市民と地域の取り組み

・指導者と一緒にレベルアップしよう
・レベルが高いスポーツから学ぼう
・一流選手を目指そう、支えよう

運動やスポーツ推進の
効果ごとの取り組みなど

健康づくり

子どもの
健全育成

コミュニティー
づくり

技術力向上観光交流

▲地域で開催されているウオーキングイベント
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その他
自分のレベルを確かめるため
練習の成果を発表したいから

試合に勝ちたいから
良い記録や結果を出したいから

運動やスポーツがうまくなりたいから
病気やけがのリハビリのため

ストレス解消のため
その運動やスポーツが好きだから

友達ができるから
体力を付けたいから
ダイエットのため
健康に良いから

グラフタイトル

小学生 中学生

楽しみながら健康づくりを

体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
学
ぶ

運
動
を
通
し
て
地
域
の
絆
を

子どもに一流選手への夢と希望を運
動
を
自
然
や
歴
史
と
融
合

問
週に３日以上

週に１～２日

月に１～３日

３カ月に
１～２日

年に１～３日
分からない
無回答

実施していない

０

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100（％）

小中学生 一般

（図１）運動やスポーツをどの程度行っ
　　　 ているか

（図２）朝起きるのが
つらかったり、学校で
眠くなったりするか

（中学・高校生）

毎日

週に半分

時々

ほとんど
ない

無回答 0.8％

19.6％

9.2％

49.6％

20.8％

（図３）家族と毎
日あいさつして
いるか（中学・高
校生）

毎日する
58.0％

時々する
28.0％

しない
12.0％

無回答
2.0％

（図 4）同じ地域の友達や大人と一緒に運動やスポー
　　　ツをしたいと思うか

中学生

小学生

０ 20 40 60 80 100
（％）

してみたい 機会があれば
してみたい43.9％ 30.3％

どちらとも言えない

11.4％

あまりしたくない 5.3％
したくない 5.3％

無回答 3.8％

25.2％ 33.9％ 23.7％ 8.5
％

7.6
％

1.1％

（図 5）運動やスポーツを行うようになった切っ
　　   掛けは

０ 20 4010 30 50

運動やスポーツがうまくなりたい

その運動やスポーツが好き

健康に良い
ダイエット

体力を付けたい
友達ができる

ストレス解消
病気やけがのリハビリ

良い記録や結果を出したい
試合に勝ちたい

練習の成果を発表したい
自分のレベルを確かめる

その他

無回答
（％）

小学生
中学生

21.9
19.9

3.5
6.3

43.8
46.6

8.7
7.0

47.5
55.1

5.9
12.1

0.9
0.5

52.0
50.2

20.2
32.0

26.8
47.3

8.7
12.9
10.4
12.4
15.8

11.9
1.9
2.2

46.7％

22.8％
3.1％
0.6％
0.4％10.9％

8.1％
7.4％

18.8％

18.1％

15.4％

7.2％
7.8％

3.5％
3.7％

25.5％
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
の
資
格

を
取
得
し
た
方
。
❶
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
❷
社
会
福
祉
士
❸
保
健
師

❹
正
・
准
看
護
士

□
定
員
　
１
人

□
業
務
内
容
　
高
齢
福
祉
と
地
域

包
括
支
援
業
務
（
主
に
介
護
予
防

プ
ラ
ン
作
成
）

□
勤
務
先
　
高
齢
福
祉
課

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
７
３
０

０
円
／
日
、
９
７
３
円
／
時
間
　

▽
勤
務
時
間
＝
週
５
日
程
度
、
午

前
８
時
半
～
午
後
５
時
（
時
間
は

応
相
談
）、
土
・
日
曜
日
と
祝
日

の
勤
務
な
し

□
雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

２８
年
３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
３１
日
㈫
（
採

用
が
決
定
次
第
終
了
）

　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
内
線
１
６
６
）

介
護
保
険
要
介
護
認
定
調
査
員

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
る
方

□
定
員
　
１
人

□
業
務
内
容
　
介
護
保
険
の
要
介

護
認
定
調
査
な
ど
認
定
に
関
す
る

事
務
（
パ
ソ
コ
ン
入
力
有
）

□
勤
務
先
　
高
齢
福
祉
課
か
振
興

事
務
所

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
９
７
３

円
／
時
間
　
▽
勤
務
時
間
＝
週
５

日
程
度
、
午
前
８
時
半
～
午
後
５

時
の
う
ち
５
時
間
（
５
・
５
時
間

も
可
）、
土
・
日
曜
日
と
祝
日
の

勤
務
な
し

□
雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

２８
年
３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
２０
日
㈮
（
採

用
が
決
定
次
第
終
了
）

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

６
３
）

　
市
で
は
、
病
院
管
理
課
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な

操
作
が
で
き
る
方

　
第
１１
回
広
重
賞
市
こ
ど
も
版
画

コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
と
入
選
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル

に
は
市
内
３２
の
小
中
学
校
や
幼
稚

園
、
保
育
園
か
ら
３
２
３
３
点
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
上
位
１
７
０
点
が
入
賞
と
入
選

し
ま
し
た
。
表
彰
式
は
３
月
８
日

㈰
に
行
い
、
入
賞
と
入
選
作
品
は

３
月
２９
日
㈰
ま
で
、
中
山
道
広
重

美
術
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
　

　
こ
ど
も
版
画
コ
ン
ク
ー
ル
の
作

品
展
は
観
覧
料
が
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
来
館
く
だ
さ
い
。

　
上
位
２
賞
の
４
作
品
は
次
の
通

り
で
す
。

□
入
賞
　
▽
広
重
賞
＝「
う
～
・・・

え
へ
」
西
山
遥か

音の
ん

（
大
井
第
二
小

学
校
５
年
）　
▽
ふ
る
さ
と
賞
＝

「
ご
へ
い
も
ち
、
お
お
き
い
く
ち

で
　
ま
ん
な
か
を
が
ぶ
っ
て
た
べ

た
よ
」
林
柚ゆ

月ず

（
や
ま
び
こ
保
育

園
）、「
怒
る
瀧た

き

夜や

叉し
ゃ

姫ひ
め

」
平
林
春は

る

菜な（
串
原
小
学
校
６
年
）、　「
り
っ

ぱ
に
立
つ
門
」
川
島
千ち

穂ほ

（
岩
邑

中
学
校
１
年
）

　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０

―
０
５
２
２
（
月
曜
日
休
館
）

　
市
内
の
小
水
力
発
電
の
調
査
報

告
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
動

向
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

□
と
き
　
３
月
１７
日
㈫
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
❶
報
告
　
飯
地
小
水
力

事
業
化
検
討
協
議
会
（
飯
地
小
水

力
発
電
）、
県
恵
那
農
林
事
務
所

（
鎌
瀬
小
水
力
発
電
）、
角
野
製
作

所
（
５
０
０
㍗
水
力
発
電
機
）

❷
講
演
会
　
▽
演
題
＝
「
農
協
で

水
力
発
電
、
郡
上
の
取
り
組
み
」

▽
講
師
＝
平
野
彰
秀
氏
（
県
小
水

力
推
進
協
議
会
事
務
局
長
）　

　
　
　
　
市
小
水
力
推
進
協
議
会

志
２
８
―
２
９
６
８
　

　
　
環
境
課
（
内
線
１
１
３
）

　
市
茶
道
連
盟
の
協
力
で
、
抹
茶

の
無
料
体
験
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
日
は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

　
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ

来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
１４
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
な
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
県
内
全
て
の
法
務
局
で
、
登
記

相
談
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
土
地
や
建
物
の
相
続
や
抵
当
権

の
抹
消
な
ど
、
各
種
登
記
の
手
続

き
に
つ
い
て
、
待
つ
こ
と
な
く
相

談
で
き
ま
す
。
相
談
を
希
望
す
る

方
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

　
予
約
な
し
で
相
談
に
来
た
場
合

は
、
予
約
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

　
　
　
　
▽
不
動
産
関
係
＝
岐

阜
地
方
法
務
局
中
津
川
支
局
志

０
５
７
３
―
６
６
―
１
５
５
４
　

▽
会
社
・
法
人
関
係
＝
岐
阜
地
方

法
務
局
志
０
５
８
―
２
４
５
―
３

５
０
９

　
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
農

家
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
来
年
度
の

農
業
の
制
度
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
来
場
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
３
月
１０
日
㈫
午
後
１
時

半□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
経
営
所
得
安
定
対
策
や

農
地
中
間
管
理
事
業
他

　
　
農
林
課（
内
線
３
７
７
）

　
　

　　　
大
学
や
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
の
平
成
２７
年
度
卒
業
・
修
了

者
か
ら
、
就
職
と
採
用
活
動
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
の
求
人
公
開
日
も
昨
年
度
ま

で
の
４
月
１
日
か
ら
８
月
１
日
以

降
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
　
恵
那
公
共
職
業
安
定
所
志
２

６
―
１
３
４
１

　
市
で
は
、
障
が
い
者
や
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
、
ひ
と
り
親
な
ど

に
対
し
、
医
療
費
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

□
助
成
方
法
　
▽
県
内
の
医
療
機

関
で
受
診
す
る
場
合
＝
受
給
者
証

を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
（
自
己

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）　
▽
県
外

の
医
療
機
関
で
受
診
す
る
場
合
＝

自
己
負
担
分
を
医
療
機
関
で
支

払
っ
た
後
、
市
役
所
か
各
振
興
事

務
所
で
支
給
申
請
す
る

※
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
、

５
万
７
６
０
０
円
以
上
の
自
己
負

担
が
あ
っ
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加

入
者
は
自
己
負
担
分
全
て
を
償
還

し
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
保
険
加
入

者
は
、
加
入
保
険
の
高
額
療
養
費

の
支
給
決
定
後
、
そ
の
差
額
を
償

還
し
ま
す

□
申
請
時
の
持
ち
物
　
福
祉
医
療

受
給
者
証
、
領
収
書
、
印
鑑
、
高

額
療
養
費
支
給
決
定
通
知

□
そ
の
他
　
助
成
金
は
、
申
請
し

た
翌
月
に
登
録
口
座
へ
支
払
い
ま

す
。

　
　
　
　
保
険
年
金
課
（
内
線
１

５
２
）

□
定
員
　
１
人

□
業
務
内
容
　
病
院
事
業
の
一
般

事
務
補
助

□
勤
務
先
　
病
院
管
理
課

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
６
０
０

０
円
／
日
（
社
会
保
険
と
雇
用
保

険
に
加
入
、
通
勤
手
当
あ
り
）　

▽
勤
務
時
間
＝
週
５
日
、
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時

□
雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

２８
年
３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
、

持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
１３
日
㈮

□
採
用
試
験
　
３
月
２４
日
㈫
に
面

接
を
実
施

　
　
　
　
病
院
管
理
課
（
内
線
２

７
３
）

　
市
で
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
福
寿
苑
の
指
定
管
理
者
を
募
集

し
ま
す
。

□
応
募
資
格
　
次
の
全
て
を
満
た

す
法
人
。
❶
社
会
福
祉
法
人
で
あ

る
こ
と
❷
老
人
福
祉
法
に
基
づ
い

た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
❸
県
内
か
県
外
近
隣

市
町
村
に
事
業
所
を
設
置
し
て
い

る
こ
と

□
指
定
期
間
　
平
成
２８
年
４
月
１

日
～
平
成
３３
年
３
月
３１
日
（
５
年

間
）

□
申
し
込
み
方
法
　
高
齢
福
祉
課

か
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http

：//
w

w
w

.city.ena.lg.jp/

）で
募

集
要
項
を
入
手
し
、申
し
込
む（
募

集
要
項
の
配
布
は
４
月
１７
日
㈮
ま

で
）

□
受
付
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
５

月
８
日
㈮

　
　
　
　
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１

６
４
）

　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
で
は
、
来

年
度
の
市
民
農
園
の
使
用
者
を
募

集
し
ま
す
。

　
都
市
農
村
交
流
の
た
め
に
開
設

し
て
い
る
市
民
農
園
で
、
野
菜
作

り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
こ
ろ
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那

（
長
島
町
永
田
）

□
対
象
　
非
農
家
の
世
帯

□
募
集
区
画
　
２０
区
画
（
１
区
画

は
３０
平
方
㍍
、
１
世
帯
に
つ
き
２

区
画
ま
で
）

□
料
金
　
５
１
４
０
円
／
年
（
１

区
画
当
た
り
）

□
締
め
切
り
　
３
月
２０
日
㈮

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
　
　

　
　
　
　
ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
志

２
５
―
８
０
０
８（
火
～
金
曜
日
）

　　
市
で
は
、
公
民
館
主
事
（
臨
時

職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

□
定
員
　
２
人

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
ワ
ー
ド
や

エ
ク
セ
ル
が
で
き
る
方
（
図
書
館

司
書
や
社
会
教
育
主
事
な
ど
の
資

格
を
有
す
る
方
を
歓
迎
し
ま
す
）

□
勤
務
先
　
山
岡
コ
ミ
セ
ン
か
明

智
コ
ミ
セ
ン

□
業
務
　
貸
館
業
務
、
市
民
講
座

の
業
務
、
維
持
管
理
業
務
な
ど

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
６
０
０

０
円
／
日
（
社
会
保
険
と
雇
用
保

険
に
加
入
）　
▽
勤
務
時
間
＝
週

５
日
勤
務
、
午
前
８
時
半
～
午
後

５
時

□
雇
用
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成

２８
年
３
月
３１
日

□
申
し
込
み
方
法
　
履
歴
書
に
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状
を
添
え
て

郵
送
か
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
１６
日
㈪
（
必

着
）

　
　
　
　
〒
５
０
９
―
７
２
９
２

（
住
所
不
要
）生
涯
学
習
課
（
内
線

３
４
４
）

案
内

こ
ど
も
版
画
コ
ン
ク
ー
ル

の
広
重
賞
が
決
定

募
集

紹
介

来
年
度
の
経
営
所
得
安
定

対
策
制
度
の
説
明
会

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

無
料
体
験

高
齢
福
祉
課
の
臨
時
職
員

求
人
公
開
日
が
８
月
１
日

に
変
更

山
岡
と
明
智
コ
ミ
セ
ン
の

公
民
館
主
事

病
院
管
理
課
の
臨
時
職
員

福
寿
苑
の
指
定
管
理
者

小
水
力
発
電
の
調
査
報
告

と
講
演
会
を
開
催

登
記
相
談
の
予
約
サ
ー
ビ

ス
を
開
始

福
祉
医
療
受
給
者
の
医
療

費
を
助
成

ア
グ
リ
パ
ー
ク
恵
那
の
市

民
農
園
の
使
用
者

問申
・
問

問問

申
・
問

申
・
問

問問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

▲広重賞の作品
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
で
は
、
夏
秋

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の

受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
塾
で
は
、
先
輩
農
家
や
指
導
機

関
な
ど
か
ら
の
助
言
に
よ
り
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
栽
培
技
術
の
習
得

を
目
指
し
ま
す
。
新
規
就
農
や
生

産
目
標
の
実
現
を
目
指
す
方
を
対

象
に
、
実
際
の
栽
培
現
場
で
の
体

験
な
ど
を
行
い
、
栽
培
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。

　
本
格
的
な
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽

培
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
５
～
１１
月
の
日
曜
日

（
月
１
回
で
全
７
回
予
定
。
１
回

の
研
修
時
間
は
半
日
程
度
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
間
農
業
研
究
所

中
津
川
支
所
、
生
産
農
家
、
Ｊ
Ａ

ひ
が
し
み
の
選
果
場

□
対
象
　
市
内
か
中
津
川
市
在
住

で
、
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の
栽
培
を
出

荷
目
的
に
考
え
て
い
る
か
、
来
年

以
降
に
新
規
栽
培
を
考
え
て
い
る

方
（
ト
マ
ト
コ
ー
ス
は
お
お
む
ね

６０
歳
以
下
）

□
講
師
　
東
美
濃
夏
秋
ト
マ
ト
生

産
協
議
会
会
員
、
東
美
濃
夏
秋
な

す
生
産
協
議
会
会
員
、
恵
那
農
林

事
務
所
農
業
普
及
課
、
中
山
間
農

業
研
究
所
中
津
川
支
所
、
Ｊ
Ａ
ひ

が
し
み
の

□
料
金
　
無
料

　
　
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
み
の
営
農

販
売
課
志
０
５
７
３
―
７
８
―

０
１
３
７

　
　
農
林
課
（
内
線
３
７
４
）

　
市
で
は
、
図
書
館
の
司
書
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
　
図
書
館
司
書
職
員
（
図

書
館
運
営
業
務
）

□
対
象
　
高
校
卒
業
以
上
で
図
書

館
司
書
の
資
格
が
あ
る
方

□
定
員
　
１６
人

□
勤
務
条
件
　
▽
賃
金
＝
１５
万
１

５
０
０
円
／
月
～
（
通
勤
手
当
あ

り
）
▽
勤
務
時
間
＝
１
週
間
に
５

日
勤
務
、
実
労
働
時
間
は
７
時
間

半□
採
用
予
定
日
　 

４
月
１
日
㈬

□
申
し
込
み
方
法
　
写
真
（
６
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
の
も

の
、
縦
５
・
５
㌢
×
横
４
・
５
㌢
）

付
き
履
歴
書
を
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
３
月
１３
日
㈮
午
後

５
時

□
採
用
試
験
　
３
月
１９
日
㈭
に
面

接
を
実
施
予
定

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５

―
５
１
２
０

　　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
恵
那
第
一
団

で
は
、
隊
員
を
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
月
に
２
回
ほ
ど
休
日
に
活

動
し
、
青
少
年
の
社
会
参
加
意
識

や
心
の
成
長
を
育
み
ま
す
。

□
対
象
　
小
学
１
～
３
年
生
（
性

別
は
問
い
ま
せ
ん
）

□
入
隊
説
明
会
　
▽
と
き
＝
４
月

４
日
㈯
午
後
２
時
　
▽
と
こ
ろ
＝

恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

※
ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の
好
き
な
成

人
指
導
者
も
併
せ
て
募
集
し
て
い

ま
す

　
　
　
　
生
涯
学
習
課
（
内
線
３

４
２
）、
西
山
さ
か
江
志
２
６
―

０
２
０
３

　
市
で
は
、
安
心
し
て
飲
め
る
水

質
を
確
保
す
る
た
め
、
水
道
水
の

監
視
と
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
併
せ
て
、
自
宅
で
水
の

色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
検
査
を

行
う
水
道
水
質
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

し
ま
す
。
ぜ
ひ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

□
対
象
　
水
道
水
の
利
用
者

□
定
員
　
▽
大
井
町
、
長
島
町
、

東
野
、
三
郷
町
、
武
並
町
、
笠
置

町
姫
栗
＝
２７
人
　
▽
笠
置
町
河
合

＝
１
人
　
▽
笠
置
町
毛
呂
窪
＝
２

人
　
▽
中
野
方
町
＝
７
人
　
▽
飯

地
町
＝
５
人
　
▽
岩
村
町
＝
１０
人

▽
山
岡
町
＝
１８
人
　
▽
明
智
町
＝

２１
人
　
▽
串
原
＝
８
人
　
▽
上
矢

作
町
＝
５
人

□
内
容
　
❶
毎
日
１
回
、
水
道
水

の
色
や
濁
り
、
残
留
塩
素
の
簡
単

な
測
定
と
記
録
❷
異
常
時
の
通
報

と
問
い
合
わ
せ
の
回
答
❸
そ
の
他

水
道
に
関
す
る
こ
と

□
任
期
　
４
月
１
日
～
平
成
２８
年

３
月
３１
日

□
謝
礼
　
３
０
０
０
円
／
月
（
前

期
と
後
期
の
２
回
払
い
）

□
締
め
切
り
　
３
月
１７
日
㈫

　
　
　
　
上
下
水
道
課
（
内
線
２

１
３
）

　
市
民
の
自
主
的
、
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
経
費
の
全
額
か
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　
活
動
計
画
の
立
て
方
や
書
類

の
記
入
な
ど
は
、
ま
ち
づ
く
り

市
民
協
会
で
、
事
前
に
相
談
で

き
ま
す
。

□
対
象
　
次
の
四
つ
を
全
て
満

た
す
団
体
。
❶
市
内
の
活
動
団

体
（
会
員
の
半
数
以
上
が
市
内

に
在
住
か
在
勤
、
在
学
し
て
い

る
団
体
）
❷
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
情
熱
が
あ
る
団
体
❸
５
人
以

上
の
団
体
（
未
成
年
者
の
み
の

団
体
は
成
人
の
責
任
者
が
必

要
）
❹
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門

は
、
３
分
の
１
の
自
己
資
金
を

確
保
で
き
る
団
体

□
助
成
内
容
　
▽
フ
ァ
ー
ス
ト

ス
テ
ッ
プ
部
門
＝
新
た
な
活
動

に
挑
戦
す
る
事
業
に
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
費
助
成
対
象
額
の
全

額
（
上
限
５
万
円
）
を
助
成
　

▽
ま
ち
づ
く
り
活
動
部
門
＝
ま

ち
づ
く
り
活
動
費
助
成
対
象
額

の
３
分
の
２
（
上
限
５０
万
円
）

を
助
成
　
▽
市
民
提
案
型
協
働

部
門
＝
市
と
一
緒
に
行
う
こ
と

で
、
よ
り
効
果
が
見
込
ま
れ
る

事
業
に
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
費

助
成
対
象
額
の
全
額
（
上
限

３０
万
円
）
を
助
成

□
受
付
期
間
　
３
月
１６
日
㈪
～

４
月
１５
日
㈬

□
注
意
事
項
　
全
部
門
を
通
じ

て
１
団
体
に
１
件
の
み
受
け
付

け
ま
す
。
市
か
ら
他
の
補
助
金

な
ど
を
重
複
し
て
受
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
審
査
員
な
ど

審
査
に
関
わ
る
方
が
所
属
す
る

団
体
や
、
企
画
内
容
が
政
治
や

宗
教
、
営
利
を
目
的
と
す
る
活

動
は
対
象
外
で
す
。

事
前
相
談

　
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
会
で

は
、
制
度
の
内
容
説
明
や
申
請

書
類
の
作
成
方
法
な
ど
の
相
談

を
行
い
ま
す
。

□
と
こ
ろ
　
ま
ち
づ
く
り
市
民

協
会
（
中
コ
ミ
セ
ン
内
）

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

会
志
２
０
―
０
６
５
７
、
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
（
内
６
３
６
）

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
で
は
、
子
ど
も
と
大
人
が

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
の
練
習
や
試
合

を
通
じ
て
、
触
れ
合
い
を
楽
し

み
な
が
ら
対
人
マ
ナ
ー
や
体

力
、
競
技
力
の
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

□
対
象
　
市
内
の
小
学
３
年
生

以
上

□
定
員
　
１０
人
程
度

□
活
動
日
時
　
４
月
４
日
㈯
か

ら
毎
週
水
・
土
曜
日
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

□
料
金
　
３
０
０
０
円
（
入
会

費
）、
１
０
０
０
円
／
月

　
　
宮
地
賢
治
志
０
９
０
―

１
７
８
９
―
１
８
９
１

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ

ン
ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
こ

れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

い
方
や
研
究
し
て
み
た
い
と
い

う
方
に
お
薦
め
で
す
。
初
心
者

に
は
個
別
指
導
も
行
い
ま
す
。

参
加
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
３
月
２８
日
、
４
月
２５

日
（
毎
回
土
曜
日
）
午
前
９
時

半
～
午
後
２
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の

方
や
そ
の
家
族
、
友
人
な
ど

□
定
員
　
１０
人
程
度（
先
着
順
）

□
内
容
　
▽
パ
ソ
コ
ン
教
室
＝

視
覚
障
が
い
者
向
け
の
各
種
ソ

フ
ト
を
使
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
操

作
を
学
習
し
ま
す
。
　
▽
サ
ロ

ン
＝
視
覚
障
が
い
者
同
士
で
悩

み
や
相
談
な
ど
を
気
軽
に
話
し

合
い
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

□
そ
の
他
　
両
日
の
正
午
～
午

後
２
時
に
交
流
会
が
あ
り
ま
す
。

昼
食
（
実
費
）
を
希
望
の
方
は

事
前
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―

３
１
１
７

　【
は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
と
き
　
４
月
７
日
～
２８
日

（
毎
週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半

～
１１
時
半
（
全
４
回
）　

□
内
容
　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か

８エ
イ
ト

、
８
・
１
を
使
い
、
文
字
入
力

や
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
の
使

い
方
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

操
作
を
学
び
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
入
門
講
座
】

□
と
き
　
４
月
２
日
～
２３
日

（
毎
週
木
曜
日
）
午
後
１
時
～

３
時
（
全
４
回
）

□
内
容
　
ワ
ー
ド
を
使
っ
て

キ
ー
ボ
ー
ド
の
操
作
か
ら
文
書

入
力
な
ど
を
学
び
ま
す
。

【
共
通
】

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン

タ
ー 

□
定
員
　
１８
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
７
０
０
円
（
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
初
め
て
の
人
は

３
月
１５
日
㈰
午
前
１０
時
～
２３
日

㈪
。
再
受
講
者
は
前
日
ま
で
。

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト

ク
ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５

―
９
７
２
７

　
笠
置
山
栗く

り
え
ん園
で
は
、
今
春
に

造
成
が
完
了
し
た
約
６・１
５
㌶

の
ク
リ
園
で
の
植
樹
祭
に
参
加

す
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
素
晴
ら
し
い
眺
望
の
ク
リ
園

で
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。

□
と
き
　
４
月
４
日
㈯
午
前
１０

時
（
悪
天
候
の
場
合
は
４
月
６

日
㈪
）

□
と
こ
ろ
　
笠
置
山
栗
園
（
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地
）

□
持
ち
物
　
作
業
着
な
ど
汚
れ

て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
手
袋
、

く
わ
な
ど

□
申
し
込
み
　
不
要
。
企
業
や

団
体
の
場
合
は
、
３
月
１６
日
㈪

ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
　
　
　
笠
置
山
栗
生
産
組
合

（
鈴
村
）
志
２
３
―
２
３
０
４

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
キ
ッ

ズ
の
参
加
者
を
募
集

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合政策課
広報広聴係志２６-２１１１（内線３２４）

▲子どもでも植樹ができる

パ
ソ
コ
ン
の
４
月
期
講

座
の
受
講
生
を
募
集

問

問

申
・

問

申
・ Ｂ

Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室

＆
サ
ロ
ン
を
開
催

笠
置
山
栗
園
の
植
樹
祭

の
参
加
者
を
募
集

問

申
・

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
推
進
助
成

事
業
の
助
成
団
体
を
募
集

ト
マ
ト
・
ナ
ス
チ
ャ
レ
ン

ジ
塾
の
受
講
者

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
隊
員

水
道
水
の
水
質
モ
ニ
タ
ー

図
書
館
の
司
書

募
集

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問

▲栽培現場で体験しながら学ぶ
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　長島小学校で、伝統の全校 8 の字跳び大会が開かれ
ました。競技は学年ごとのクラス対抗で行われました。
児童らは、縄の回転に合わせて「はい、はい」と大きな
声を出して、跳ぶタイミングをクラスで共有。連続して
長く跳べるように団結していました。

　
上
矢
作
小
学
校
の
３
年
生
12
人
が
、
み
そ
造
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
児
童
ら
は
、
昨
年
の
６
か
ら
11
月
に
か
け
て
、
近
く
の
畑
で

大
豆
を
栽
培
。
み
そ
造
り
は
、
こ
の
大
豆
を
使
用
し
ま
し
た
。
児

童
ら
は
、
機
械
に
入
れ
た
大
豆
が
、
つ
ぶ
さ
れ
て
細
長
く
な
っ
て

出
て
く
る
こ
と
に
興
味
津
々
。「
み
そ
玉
」
を
作
る
作
業
で
は
、

泥
団
子
を
作
る
感
覚
で
面
白
そ
う
に
丸
め
て
い
ま
し
た
。

小学生が作った大豆でみそ造り

市川 愛
あい

ちゃん

２月９日

クラスが団結して8の字跳び 1月２3日

　国の重要伝統的建造物群保存地区の岩村町本通りで、
市少年消防隊岩村地区の隊員らが「こども夜回り」を行
いました。子どもたちは、「火事をなくそう岩村町」「戸
締まり用心、火の用心」の掛け声とともに拍子木を打ち
啓発。通りには、元気な声と拍子木の音が響きました。

古い町並みを火事から守る

色鮮やかなひな飾りが完成

　学校給食フェアが 2 日間開催されました。1 月28日
には、市給食センターで見学会と給食の試食会が行われ、
保護者や市民らが参加。栄養教諭から給食の狙いを聞い
た後には、肉じゃがコロッケや五色サラダなど、この日
に学校で出された給食と同じものを試食しました。

給食を見て食べて学べるフェア

　岩村コミセンで「粘土びな、もちばなづくり体験」が
行われ、親子連れなど90人が参加して、粘土びな63対、
餅花約200本を作りました。完成した色鮮やかな飾りは、
3月1日㈰から開催される、いわむら城下町のひなまつ
りで、岩村本通りの「勝川家」に展示されます。

和弘さん さやかさん

た
く
さ
ん
食
べ
て

た
く
さ
ん
遊
ん
で

元
気
い
っ
ぱ
い
大

き
く
な
っ
て
ね
！

伊藤 誠
せい

真
ま

くん

正剛さん 貴美子さん

姉
妹
仲
良
く
元
気

に
育
っ
て
ね
。
愛

の
笑
顔
で
み
ん
な

を
幸
せ
に
し
て
ね

柘植 佑
ゆう

成
せい

くん

智弘さん ワンペンさん

佑
く
ん
１
歳
お
め

で
と
う
☆
い
つ
も

笑
顔
で
元
気
に

育
っ
て
ね
！

原田 望
み

結
ゆ

ちゃん

達也さん 晃枝さん

１
歳
お
め
で
と

う
！
生
ま
れ
て
来

て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
♡

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

３月生まれ

1月２4日

1月２4日1月２8日

　市市民会館で第23回市市子連かるた取り大会が開催
され、市内の小中学生102人が参加しました。競技は
６人グループで行われ、取った枚数を競う個人戦でした。
参加者は、読み上げられる音に神経を集中させて、札を
見つけると勢いよく飛び付いて枚数を増やしました。

神経を集中させてかるた取り 2月１日

父 母

父 母

各務 壮
そう

祐
すけ

くん
中野方町

義臣さん 朋美さん

１
歳
お
め
で
と
う

☆
い
っ
ぱ
い
食
べ

て
た
く
ま
し
く
元

気
に
育
っ
て
ね
。

小木曽 大
やま

和
と

くん

明智町

勇太さん みずきさん

１
歳
お
め
で
と

う
！
笑
顔
い
っ
ぱ

い
元
気
に
育
っ
て

ね
♡

父 母

父 母

大嶋 笙
そう

太
た

くん
岩村町

章裕さん 綾子さん

３
人
兄
弟
の
末
っ

子
！
た
く
ま
し
く

マ
イ
ペ
ー
ス
に
大

き
く
な
～
れ
！

園原 早
さ

織
おり

ちゃん

明智町

正明さん 友季子さん

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
す
く
す
く

元
気
に
大
き
く
な

～
れ
！！

東野

大井町

長島町

大井町

父 母

父 母父 母

父 母
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募集中

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　４月に１歳の誕生日を迎えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１人で胸から上で顔全体が写っ
ているもの）の裏に❶住所❷氏名（ふりがな）❸生年月
日❹性別❺電話番号❻両親の氏名❼２８字以内のコメ
ント❽ケーブルテレビ放映の可否－を添えて、３月１３
日㈮までに申し込んでください。
　申し込み多数の場合は先着順で掲載します。

もうすぐ１歳

平成２６年４月生まれ
のお子さんを募集

顔全体を
写してね！



　「
佐
藤
一
斎
の
教
え
を
学
び
、
人
生
を

豊
か
に
し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
の
は
、
N

P
O
法
人
い
わ
む
ら
一
斎
塾
理
事
長
の
鈴

木
隆
一
さ
ん
。
江
戸
時
代
岩
村
藩
出
身
の

学
者
で
教
育
者
、
佐
藤
一
斎
の
教
え
を
幅

広
い
世
代
に
伝
え
、
教
養
豊
か
な
人
材
の

育
成
と
そ
れ
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
。

　
佐
藤
一
斎
の
著
書
に
は
「
言
志
四
録
」、

「
重
職
心
得
箇
条
」
な
ど
が
あ
る
。
岩
村

町
に
縁
が
あ
る
一
斎
に
つ
い
て
「
学
生
時

代
に
授
業
で
少
し
習
っ
た
程
度
だ
っ
た
」

と
言
う
鈴
木
さ
ん
。
高
校
教
師
と
し
て
県

内
各
地
で
勤
務
し
て
い
た
が
、
転
勤
で
出

身
地
の
岩
村
町
に
再
び
住
み
始
め
た
の
を

機
に
、
佐
藤
一
斎
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

学
ん
で
み
よ
う
と
決
心
し
た
。

　
し
か
し
、
一
斎
の
こ
と
を
学
ぶ
公
民
館

講
座
な
ど
を
探
し
て
み
て
も
、
同
町
で
は

行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
素
晴
ら
し
い

先
人
が
地
元
に
い
た
の
に
、
学
ぶ
場
が
な

く
て
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
思
い
、
平
成

８
年
に
佐
藤
一
斎
研
究
会
を
立
ち
上
げ

た
。

　
会
で
は
、
月
に
一
度
の
勉
強
会
を
開
き

「
言
志
四
録
」
の
１
１
３
３
条
も
の
教
え

を
少
し
ず
つ
読
み
解
い
て
い
る
。「
同
じ

教
え
で
も
、
会
員
の
解
釈
は
十
人
十
色
。

一
斎
か
ら
も
仲
間
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
こ

と
を
学
べ
る
」
と
面
白
さ
を
語
る
。

　
子
ど
も
に
も
一
斎
の
教
え
を
伝
え
た
い

と
思
い
、平
成
１８
年
に
絵
本「
お
じ
い
ち
ゃ

ん
と
ぼ
く
」
を
制
作
。
市
内
の
小
学
校
3

年
生
か
ら
中
学
校
3
年
生
ま
で
の
全
員
に

無
料
配
布
し
た
。
か
み
砕
か
れ
た
言
葉
と

温
か
み
の
あ
る
絵
で
構
成
さ
れ
た
こ
の
絵

本
は
好
評
を
呼
び
、
こ
と
し
３
月
に
は
ア

ニ
メ
化
が
実
現
。上
映
会
も
開
催
予
定
だ
。

そ
の
他
、
特
別
公
開
講
座
も
開
催
す
る
な

ど
市
内
外
へ
の
普
及
に
尽
力
し
て
い
る
。

　
学
び
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
出
る
も
の

で
も
、
形
と
し
て
目
に
見
え
る
も
の
で
も

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
「
長
い
目
で
活
動
す

る
こ
と
が
必
要
」と
鈴
木
さ
ん
は
考
え
る
。

　「
食
べ
て
眠
れ
ば
体
は
育
つ
が
、
心
は

学
ば
な
い
と
成
長
し
な
い
。
今
後
も
『
心

育
て
』
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
励
ん
で
い

き
た
い
」
と
熱
意
を
語
っ
た
。

▲「言志四録」を子ども向けにした絵
本「おじいちゃんとぼく」

先人に学ぶ「心育て」
佐藤一斎の教えを幅広い世代に伝える

□プロフィール

教員を退職間際、佐藤一斎研究会を設立。平
成１７年、NPO法人いわむら一斎塾に改組。
多様な講座などを開催し普及に努めている。

鈴
す ず

木
き

 隆
りゅう

一
い ち

 さん　７５歳

岩村町本町

恵那で輝いている旬な人を紹介します

2月５日
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１２５

※コミセン＝コミュニティセンターの略 

楽しくモンゴル文化を学んだ

　モンゴルの文化などを学ぶ出前講座が岩邑小学校で行
われ、38人の 2年生が受講しました。児童らは、モン
ゴルの風景や生活、行事などの話を聴講。その後には、
モンゴルの衣装の試着や踊り、馬頭琴の演奏体験などを
することができ、楽しくモンゴル文化を学べました。

3校の6年生が東中を見学

　恵那東中学校で、大井小学校と大井第二小学校、東野
小学校の6年生159人を対象にした半日入学が行われ
ました。児童らは、中学校の授業を教室の後ろで静かに
見学。体育館では、中学校1年生の学年執行部の生徒
から、学校の行事や生活、伝統などの話を聞きました。

元日本代表から技術を学ぶ

　まきがね公園体育館で、バレーボール教室が開催され
ました。講師は、元全日本代表の櫻井由香さんと元バレー
ボールリーグ選手の福島政則さん。参加した小中学生は、
スパイクやレシーブのこつを習ったり、実技指導を受け
たりして、技術に磨きを掛けることができました。

総合計画の骨格の公聴会

　市内の２カ所で、第2次市総合計画市民公聴会を開催。
計90人の市民が参加しました。公聴会では、現段階の
計画の骨格を資料で示した後、将来像や理念、計画策定
の考え方などを紹介しました。会場から出された提案な
どは、基本施策を決める際の参考にしていきます。

スケートの市長杯を初開催

　市長杯第1回スピードスケート競技会が恵那スケート
場で開催され、小学生から一般までの63選手が市内外
から参加しました。選手らは、前日から降った雪で一層
寒くなった厳しい条件にも負けず、日ごろの練習の成果
を発揮し、熱戦を繰り広げました。

卒業の先輩に感謝を伝える

　3年生を送る会が串原中学校で開かれました。６人の
３年生の個人個人には、後輩から感謝や尊敬の言葉が伝
えられました。また後輩全員からの言葉や写真が添えら
れた手紙も贈られました。3年生からは、中学校での経
験から学んだことや後輩への思いが告げられました。

2月７日

2月10日2月10日

2月11日2月16日



ひと口メモ

恵那写真館
私の大好きな 1枚

発行　恵那市役所／編集　総合政策課広報広聴係
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！

『広報えな』は環境に優しい再生
紙を使用しています。またインキ
は石油系ではなく、
地球に優しい植物
油を使用したもの
で印刷しています。

▲市メール配信サービス
　（登録用ＱＲコード）
　

音声告知放送の文字版ページ

▲

　（閲覧用ＱＲコード）

▲市ウェブサイト
  （閲覧用ＱＲコード）
あなたの知りたい情
報を分かりやすく提
供しています。

【File No.　　 佐藤一斎自讃画像軸 さとういっさいじさんがぞうじく（岩村町 98）】

　佐藤一斎は、岩村藩家老佐藤文永の次男として、1772（安
永元）年、江戸藩邸に生まれた。若くから儒学の道を極めよ
うとし、1805（文化２）年、幕府の公的学問である朱子学
の本家林家の塾頭となり、後に昌平坂学問所の儒官となって、
多くの門人を育て全国に人材を送り出した。
　その一斎の識見は、後半生のおよそ 40 年にわたって筆録

岩村歴史資料館に展示されている画像軸の一部分

した『言志四録』（言志録・言志後録・言志晩録・言志耋
てつ

録）
で知ることができる。
　一斎の肖像としてよく使われるこの画像は、渡辺崋山の弟
子である椿

つばき

椿
ちんざん

山が描いたもので、絵の上部には、1855（安
政２）年、84 歳のときに一斎が自ら書き入れた七言絶句が
ある。昭和 32 年に県重要文化財に指定された。

一斎の教えを紹介した絵本「おじいちゃんとぼく」のアニメーション１話がこのほど制作
された。このアニメーションの上映と音楽会が3月8日㈰の午後3時から岩村コミュニティ
センターで開催される。有料。問い合わせは、いわむら一斎塾志 0573-43-5087 へ。

初雪が降った、紅葉の名所「下
ケ淵」。朝日が全体に当たるの
を待って、枝先の雪が落ちる前
の撮影です。新緑も紅葉も、雪
景色もいいです。

下ケ淵の冬 

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

明智町　後藤　保
たもつ

 さん

次号は

３月１５日号

発行日は

３月１３日㈮です

広報えな No.２３８
２０１５年（平成２７年）

２月27日発行

『広報えな』３月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１０．０円（税込み）です。

（撮影地：明智町下ケ淵）

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物
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